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1 断　　る Refuse
2 減　　量 Reduce
3 何度も使う Reuse
4 返　　す Return
5 分別徹底 Recycle

利便性よりも未来環境
ごみゼロ社会をめざそう
5つのRで始まるキーワード

リフューズ

リデュース

リユース

リターン

リサイクル

発行／日野市環境共生部クリーンセンターごみゼロ推進課
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「エコー」は市 でもご覧いただけます。公共施設にも置いてあります。HP

①

　この情報誌「エコー」は、環境（Environment）と協力（Cooperation）の頭文字が
皆さまのもとへ響き、それが大きな反響となって広がっていくことを願って名付け
ました。
　また、題字には、ごみがどんどん減っていき、最終的には0「ゼロ」に近づいてほ
しい、という思いも込められています。皆さまのご意見、ご感想をお寄せください。

令和5年度ごみ量・決算などの報告

●多摩地区全体では総ごみ量が前年度比3.2％減った中、日野市は3.7％の減（40,763ｔから39,305ｔに減量）
●可燃ごみおよび資源物の排出量は、人口増にかかわらず微減を継続

　ごみ・資源物の処理にかかる費用は、市民の皆さまにご負担いただいている指定ごみ袋代（約4億6
千万円）や資源物の売り払い（約1億3千万円）の収入を大幅に上回っています。資源物のリサイクル処理
にも多額の費用がかかります。
　資源ごみを元から減らす「発生抑制」にご協力をお願いします。

　環境省による令和4年度一般廃棄物排出・処理状況調査の結果、人口10万人以上50万人未満の市
町村で、日野市は1人1日当たりのごみ排出量の少なさが初めて全国1位となりました。

市民の皆さまにはごみ減量にご協力いただき、心より御礼申し上げます

■１人１日当たりごみ排出量585.6ｇ

■ごみ・資源物処理費用内訳

※１人1日当たりのごみ排出量は（収集ごみ量+持ち込みごみ量+集団回収量）÷人口で算出

1人1日当たりごみ排出量の少なさが

多摩地区（26市3町1村）第１位！

ごみ・資源物処理費用（令和5年度）　約26億円（市民1人当たり13,839円）

令和4年度はごみ排出量の少なさが全国1位に

順位 自治体名 1人1日当たりのごみ排出量（g）
1位 日野市 585.6
2位 小金井市 595.2
3位 東大和市 612.1

費目 金額 内容

発生抑制費 約0.9億円 指定収集袋の製造・管理、市民の皆さまへの啓発
（エコー、ごみ・資源分別カレンダーの発行）など

収集運搬費 約12.1億円 可燃ごみ・不燃ごみ・プラスチック類ごみ・資源
ごみなどの収集に係る費用

中間処理費 約9.5億円 ごみ処理施設・資源化施設の運営、資源ごみの選
別などに係る費用など

最終処分費 約3.5億円 可燃ごみ焼却灰のエコセメント化を行っている東
京たま広域資源循環組合への負担金など

さらなるごみ減量に向けて
次ページへ！
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②

　可燃ごみの約半分が生ごみです。もし生ごみを出さなくて済むようになれば、市のごみは大幅に減るこ
とになります。
　生ごみを減らすためには「使い切り」「食べ切り」「水切り」の3切りを意識することが大切です。
①使い切り…野菜の皮も丸ごと使い切ることで、栄養が取れます！ 
②食べ切り…作り過ぎて食べ切れないことがないように、適量を！
③水 切 り…生ごみを捨てる前に一絞りするだけで、重さが減！

　「ダンボールコンポスト」とは、段ボール箱に入れた基材（もみ殻くん炭・竹パウダー）に
生ごみを入れ、微生物の力で発酵・分解させ、堆肥化するものです。　　　

ダンボールコンポストセット
2,440円※市内在住者は500円

基材のみ（もみ殻くん炭・竹パウダー）
1,045円※市内在住者は250円

さらなるごみ減量ごみ減量にご協力をお願いします

生ごみを減らそう　　生ごみを生かそう

水切りで生ごみが減量され、ごみ袋の容量にさらなる余裕ができました！水切りで生ごみが減量され、ごみ袋の容量にさらなる余裕ができました！

ダンボールコンポスト使ってみませんか

申電話問石田環境プラザ（☎ 042-584-3317）

1 発生したばかりの生ごみ

3 干物作り用ネットで絞った生ご
みを1日干してみました

2 水切りネットに入れてギューと
水分を絞ります

 重さが376gに減りました（約26％減）。

4 干した後

重さが188g。①の時より322g減量できま
した（約63％減）。

生ごみの水切りをやってみよう！

（510ｇ） （376ｇ）

（188ｇ）

重さが510gあります。



③

　「容器包装、過剰包装の
削減・リサイクル」「拡大
生産者責任の明確化（店
頭回収の充実）」などを目
的に、ペットボトルやト
レー類、紙パックなどの
容器包装を、買ったお店
の回収BOXにお返ししま
しょうという取り組みで
す。
　市内の事業者のご協力
のもと、市民との協働で
実施しています。

●店舗に返す際には、各店舗で品目が異なります。それぞれのお返しのルールを守りましょう
● キャップやラベル、飲み残し、汚れなどの異物を取り除くことが鉄則です。異物を取り除かな
いと、せっかくお店に返しても資源として利用できません

容器包装お返し大作戦を活用しよう！

令和５年度はこれ
だけの量がお返し
されました！

容器包装お返し大作戦の“マナー向上”にご協力を！

決められた
物以外は
入れない

汚れや異物
は取り除く

キャップやラベ
ルは取り除く

容器包装お返し大作戦の取り組みにご協力いただいている市内の
スーパーマーケット22店舗の皆さまに感謝申し上げます

ペットボトル トレー類

約125.1ｔ 約47ｔ

あ り が と う ご ざ い ま す ！

容器包装お返し大作戦とは



④

　可燃ごみに水銀が混入し、令和5年に6回、令和6年は2回（令和6年8月時点）浅川清流環境組合の定める公
害防止基準値を超える水銀濃度が測定されました。
　直ちに周辺地域に環境汚染や健康被害をもたらすものではありませんが、市としては深刻な事態と捉えて
います。
　混入状況によっては、焼却炉を長期間運転停止せざるを得なくなり、ごみの収集ができなくなる場合があ
ります。水銀製品などの混入は厳禁です。
　ご自宅から出される場合は必ず有害ごみとして排出してください。

　令和６年度から、市内の小学校全校（17校）の４年生がプラスチック類資源化施設と浅川清流環境組合可燃
ごみ処理施設へ環境学習に来ています。
　自分の家から捨てられたごみはどうなっているのか、なぜこの施設が必要なのか、ごみ処理現場の様子、
日野市のごみ減量の取り組みなどを学び、ごみや環境問題について考え、意識を持ってもらう大切な機会と
なっています。

プラスチック類資源化施設見学希望の方は、施設課（☎042-581-0443）までご連絡ください。

日 10月1日㈫～27日㈰※７日㈪・21日㈪を除く
場中央図書館

市内小学生がクリーンセンターで「ごみ」の勉強をしています

クリーンセンター環境展を開催
今年度のテーマは「紙のリサイクル」

水 銀 混 入 厳 禁
分別の徹底をお願いします分別の徹底をお願いします

水銀回収
キャンペーン
実施中

一般の方も見学できます！

ご持参いた
だいた方に

は

粗品進呈！

プラスチック類資源化施設見学希望の方は、施設課（☎042-581-0443）までご連絡ください。

期　　間　令和7年3月31日㈪まで
対象品目　①水銀体温計②水銀温度計③水銀血圧計④容器に入った水銀
　　　　　※温度、血圧を示す部分が銀色のもの
　　　　　※事業所で使用したものは対象外
場　　所　市 HP参照


